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平
成
30
年
（
2
0
1
8
）、
輸
入
ス

リ
ッ
パ
の
増
加
や
職
人
の
高
齢
化
の

中
で
、
今
あ
る
南
河
原
の
技
術
を
次

世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
と
、
ス

リ
ッ
パ
の
認
知
度
向
上
を
目
的
に
、
製

造
者
と
南
河
原
商
工
会
が
中
心
と
な

り
「
M
I
N
A
M
I
K
A
W
A
R
A

S
L
I
P
P
E
R
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
し
ま
し
た
。

　
後
継
者
問
題

に
頭
を
抱
え
る

日
本
の
伝
統
産

業
。
携
わ
る
多

く
の
産
業
が
後

継
者
不
足
に
悩

ん
で
い
ま
す
。

南
河
原
ス
リ
ッ

パ
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、安
易
に
生
産
性
や

効
率
化
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、「
伝

統
技
術
を
承
継
し
て
い
く
こ
と
」
を
使

命
と
し
て
、
抗
菌
・
防
臭
効
果
に
優
れ

た
羽
生
市
の
藍
染
め
の
技
術
と
南
河
原

の
丈
夫
な
ス
リ
ッ
パ
技
術
を
結
集
し
、

風
合
い
の
変
わ
る
藍
を
長
く
楽
し
め
る

商
品
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
調
和

を
テ
ー
マ
に
草
加
市
の
皮
革
を
使
用
し

た
バ
ブ
ー
シ
ュ
（
外
履
き
可
能
な
ス

リ
ッ
パ
）
の
製
作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
害
獣
駆
除
さ
れ
た
鹿
の
革
を
使
用

し
、
小
さ
な
パ
ー
ツ
を
縫
い
合
わ
せ
た

デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
で
生
地
の
ロ
ス

を
極
力
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　

南
河
原
ス

リ
ッ
パ
の
マ
ー

ク
と
し
て
ス

リ
ッ
パ
に
縫
い

付
け
ら
れ
た
タ

グ
に
は
、
旧
南

河
原
村
の
「
ミ

ナ
ミ
」
を
図
案

化
し
た
村
章
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
ス

リ
ッ
パ
の
か
つ
て
の
一
大
産
地
と
し

て
の
記
憶
と
、
そ
の
高
い
技
術
力
を
持

つ
南
河
原
の
地
場
産
業
を
引
き
継
い

で
い
く
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
ス
リ
ッ

パ
製
造
業
者
だ
け
で
は
な
く
、建
築
業
、

理
髪
業
、
不
動
産
業
な
ど
多
様
な
業
種

の
方
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
る

こ
と
で
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
広

報
、
販
売
経
路
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
村
の
約
9
割
の
世
帯
が

ス
リ
ッ
パ
産
業
に
携
わ
っ
て
い
た
南
河

原
の
地
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
強

み
と
い
え
ま
す
。

職
人
の
技
術
力

と
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
を
融
合
し
、

地
場
産
業
の
発

展
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
古
着
販
売
店

の
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
生
地
を
使
っ
て
ス

リ
ッ
パ
を
試
作
し
た
と
こ
ろ
、
好
評

だ
っ
た
こ
と
が
カ
ラ
フ
ル
な
ス
リ
ッ
パ

の
デ
ザ
イ
ン
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
西
ア
フ
リ
カ
地
域
の
生
地
な
ど
を
使

用
し
た
目
に
鮮
や
か
な
南
河
原
ス
リ
ッ

パ
は
左
右
セ
ッ
ト
で
は
な
く
一
つ
一
つ

売
り
場
に
並
び
ま
す
。
そ
れ
は
、
好
き

な
組
み
合
わ
せ
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
自
分
だ
け
の

お
気
に
入
り
を

見
つ
け
ら
れ
る

こ
と
も
南
河
原

ス
リ
ッ
パ
の
魅

力
で
す
。
市
内

で
は
南
河
原
商

工
会
の
他
、
観

光
物
産
館
「
ぶ

ら
っ
と
♪
ぎ
ょ

う
だ
」
や
「
行
田
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

観
光
案
内
所
」
で
も
実
物
が
展
示
・
販

売
さ
れ
、
実
際
に
手
に
取
っ
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

南
河
原
の
高
い
技
術
力
を

後
世
に
残
す

過
去
の
デ
ザ
イ
ン
が
復
活

地
場
産
業
と
の
コ
ラ
ボ

南
河
原
村
章
に

込
め
ら
れ
た
思
い

業
種
も
年
代
も
異
な
る

メ
ン
バ
ー
が
集
結

世
界
に
一
つ
の組

み
合
わ
せ

南河原スリッパの魅力のひみつ
その1　一目でときめく

その2　履いて虜になる

みんなの南河原愛が結集

「MINAMIKAWARA SLIPPER」

　南河原スリッパの特徴は、目を引くデザインです。普段
使いしやすいシンプルなものから、藍染めや世界各国の伝
統柄を取り入れたものまでバリエーション豊か。例えば、
西アフリカ地域やブラジルの鮮やかな生地を使用したス
リッパは、さまざまな布を縫い合わせていることから同じ
柄のものはありません。こだわりのある南河原スリッパは
自分用にも贈り物にもうれしいデザインです。

　履き心地の良さにも技術力が光ります。つま先から足の
甲までしっかり覆われており、長時間履いていても疲れに
くい厚みと安定感のあるクッションが特長です。さらに、
製品によっては水洗いもできる丈夫さがあり、コロナ禍で
も衛生的に履き続けることができます。

地域の人に知ってもらうことが、はじまり
南河原商工会に飾ってある歴代の南河原スリッパを目にした人たちから「すご

い」と言われることが多く、今まであまり気にしていなかった南河原スリッパの魅
力に「気付いた」ことがプロジェクト発足のきっかけでした。南河原の高い製造技
術が知られていない、なくなってしまうのはもったいないと思い動き出しました。
目指しているのは「復活」ではなく、こんな良いものを作っていると「知ってもら

うこと」。南河原スリッパには職人の技術が詰まっています。耐久性に優れてお
り、本来の機能性がここにあります。実は、今のスリッパの主流は細身のもので
す。しかし、南河原スリッパは長年作ってきたスリッパの形を守っています。無
理に形を変えることなく、職人の長年の技術を生かし、新しいスタイルを模索し

ながら高度な技術を後世へ残して
いきたい。そして、スリッパを軸と
して産業全体を盛り上げていきた
いと考えています。

南河原商工会  佐野和美さん
「MINAMIKAWARA SLIPPER」プロジェクトの中心
メンバーとして発足当初から積極的に関わる。デザイ
ン企画や、謎解きとコラボした広報などを幅広く手掛
ける。

南
河
原
ス
リ
ッ
パ
の

南
河
原
ス
リ
ッ
パ
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が

走
行
中
走
行
中
!!

　2月4日から来年2月3日までの1年間、地場産業のPRやバスの利用者増加のた
め、南河原スリッパをラッピングした国際十王交通のバスが南河原地区をはじめ、熊
谷市や東松山市、小川町を中心に走っています。

謎解きに挑戦
オンライン謎解きゲームをしながら、南河原スリッパに
ついて楽しく学ぶことができます。

　
南
河
原
で
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ス
リ
ッ
パ
が
製
造

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
現

代
で
も
十
分
に

通
用
す
る
デ
ザ

イ
ン
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
展
示
会
な
ど

で
は
昭
和
30
年

代
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
ス
リ
ッ

パ
を
公
開
し
て

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
南
河
原
ス
リ
ッ

パ
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
優
れ
た

伝
統
技
術
を
承
継
し
て
い
く
と
い
う
同

じ
志
を
持
つ
地
場
産
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
も
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
年
培
わ
れ
た

伝
統
技
術
を
引
き
継
ぎ
、面
白
い
こ
と
、

見
た
こ
と
な
い
も
の
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、「
M
I
N
A
M
I
K
A
W
A
R
A

S
L
I
P
P
E
R
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

挑
戦
は
続
き
ま
す
。

お
り
、
中
で
も
好
評
だ
っ
た
「
網あ
み

甲こ
う
ス

リ
ッ
パ
」
が
復
刻
さ
れ
ま
し
た
。
涼
し

げ
な
メ
ッ
シ
ュ
素
材
が
使
わ
れ
た
甲

部
分
が
印
象
的
で
、
当
時
を
知
ら
な
い

人
に
は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ

ン
で
す
。


